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NACCSの航空保税蔵置場に申込みをした場合、保税業務等を実施する
前に、あらかじめ保税地域関連情報登録を行う必要があります。

１．対象者
次の①または②の方が対象になります。
①新規に航空保税蔵置場に申込みをされた方
②海上保税蔵置場から、海上・航空共用蔵置場に変更された方

２．登録を行うタイミング
利用開始日以降、業務実施前までに行ってください。

３．UBA11→UBA業務が可能な日時（2020年4月現在）
平日の0：00から23：00の間であれば登録が可能です。

４．留意事項
UBA業務で保税地域に関する各種帳票や電文の出力要否を登録することにより、
輸出入許可情報や検査指定票等の配信を行います。 UBA業務未登録の場合は、
輸出入許可情報や検査指定票等の配信はいたしません。（過去にさかのぼっての
配信も不可）

①利用者ID・パスワードを入力し
ログオンをクリックします。

②業務コードにUBA11と
入力しOKをクリックします。

③展開した画面で保税地域コード5桁を
入力し送信をクリックします。（次頁へ）

【UBA業務の登録方法】
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許可情報とCSVを出力する場合は「Y（出力する）」を選択する

④UBA（保税地域関連情報登録）業務の画面が開きます。
配信が必要項目では「Y（出力する）」を選択し、再度送信をクリックし、
「COMPLETION」となれば登録が完了です。設定内容はUBA11業務にて確認できます。
なお、必要な項目については、次の入力例・説明をご参照ください。

〇UBA業務 輸出関連
一般的な保税蔵置場での設定例は次のとおりです。空港内共同蔵置場等では設定内容をご自身
の運用に合わせ、追加してください。

項目名 内容

許可・承認貨物情報（輸出） 輸出申告等、別送品輸出申告または輸出マニフェスト申告で許可と
なった場合に出力される情報

検査指定情報（輸出） 現場検査、検査場検査または見本確認に指定された場合に出力さ
れる情報

搬送指示書（輸出） 通関業等から貨物取扱い、見本品一時持出し、検疫一時持出しまた
は検査のための貨物取扱いの申込みがあった場合に、その貨物の
搬送指示（PUO業務）が実施された際に出力される情報

保税蔵置場用貨物取扱控（輸出） 内容点検（AHN01業務）、仕分け（AHS01業務）および仕合せ（AHT01
業務）が実施された際に出力される情報
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許可情報とCSVを出力する場合は「Y（出力する）」を選択する

保税運送承認貨物情報等を出力する場合は「Y（出力する）」を選択する
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〇UBA業務 輸入関連
海上保税蔵置場に準じた設定例です。「Y」を選択していない項目は必要に応じて選択ください。
（ブランク：出力しない Y：出力する）

航空蔵置料金の計算を行わない
保税蔵置場では登録不要

項目名 内容
許可・承認貨物情報（輸入） 輸入申告等または輸入マニフェスト申告で許可となった場合に出力される情

報

検査指定情報（輸入） 現場検査、検査場検査または見本確認に指定された場合に出力される情報

予備申告（S)通知情報 輸入申告等または輸入マニフェスト申告の予備申告で簡易審査扱いとなっ
た場合および本申告で許可・承認となった場合に出力される情報

保税蔵置場用貨物取扱控
（輸入）

内容点検（CHN業務）、改装・仕分け（CHS01業務）および特殊貨物の取り扱
い登録（CHT業務）が実施された際に出力される情報

訂正控出力表示 輸入貨物情報変更登録（CAI01業務）が実施された際に出力される情報

保税運送承認貨物情報 保税運送申告で簡易審査扱いとなった場合に出力される情報
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（参考）許可・承認貨物情報の配信選択について
輸出入ともに、左側にある「許可・承認貨物情報（輸出or輸入）」にて「Y」を選択すると、帳票印刷で
きる電文を配信します。右側にある「許可・承認貨物情報（輸出or輸入）CSV」にて「Y」を選択すると、
帳票印刷できる電文に加え、パッケージソフトのオプション設定にてCSVファイル（1日単位）を作成し、
保存先に格納する機能があります。

上記自動保存設定の場合、許可・承認貨物情報の受信と同時にCSV
ファイルに自動記帳

（参考）許可・承認貨物情報のCSVファイル出力例
「フォルダー参照」「許可承認貨物情報等」をクリックすると、保存先フォルダーを展開し作成された
CSVファイルを確認できます。CSVファイルは、許可承認貨物情報の出力内容を1件ずつ記帳したも
のになります。

ファイル名：AAD4311＋日付
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